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ベトナムの 2 大都市、北部のハノイ市（首都）と南部のホーチミン市には、それぞれ
20 軒程の日本食レストランがあります。いずれも盛業で、軒数は増殖中。ここでは
ベトナム最大の都市、ホーチミンのサケとショーチュー事情をご紹介します。 

①サケ事情：「白鹿・生貯」（12＄。この店は US ドル表示）の横の「越の一」（8＄）は、

「こしのいち」（新潟の酒？）と思いきや、ベトナム清酒「えつのはじめ」。ベトナムは漢字で

「越南」、その「初め」の清酒の意味でしょう。多くの日本レストランのほか、日本食材店

でも大々的に売られる。キャップの HFC が社名（フエ・フーズ社。中部の大都市、フエにあ

る）。裏ラベルにはベトナム語で「原材料、米・麹、精米 60％、ベトナム製、ISO9001」。

②ショーチュー事情：まだまだ平均所得が低いとはいえ、日本レストランでも客の過半

はベトナム人。もともと高アルコール度の蒸留酒があるせいかベトナム人は焼酎好き。 

某和食店の焼酎メニュー（この店は vnd＝ベトナム・ドン表示）。リスト上半分、グラス

一杯 8.5 万ドン（約 400 円）の「天孫降臨」「黒霧島」「閻魔」はもちろん日本製。 

一方、下半分の「大陸」「南蛮鬼ころし」はベトナム製。ホーチミン近郊で、タナカ社が

製造。グラス一杯 5.7 万ドン（約 300 円）とは、思いのほか日本製との差が少ない。な

お、「南蛮鬼ころし」は焼酎乙だが、「大陸」は甲乙混和。 
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サンマロ② 「キリンイチ

バン」はロシア・カリーニン

グラードで委託製造。「さ

さら月」（月山酒造）の

輸入元は JFC フランス。 

④ショーチュー事情：日本人駐在員の

住居が多い地区で、焼酎ボトルキープ

をみる。上段の「黒霧島」が一番人気

（キャップはきた産業製！）。中段の「帝

王」と下段右の「いも一」はフエ・フーズ

社、下段左の「芋大陸」「麦大陸」はワ

イン・フーズ社（いずれもベトナム製）。 
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③サケ＆ショーチュー＆ワイン事情：バイク列の向こうが、ホ

ーチミンで一番人気、4 店舗を展開する「スシ・バー」。定

食が 10 万ドン（＝約 500 円）くらいで、ベトナムの人たち

（バイク二人乗りで食べにくる！）にも人気。 

ご覧の通り、清酒はすべて日本製。焼酎「大陸」は VN（ベ

トナム産）の表示あり。ホーチミンは韓国人ビジネスマンがと

ても多いので「真露」はたいていの店で置いている。 

この日は「酔心」（こんなデカンタで出てくる）と、「OROYA

寿司」という名のワイン（スペイン製！ 日本人ワインメーカ

ーがつくる）で、新鮮なスシや松花堂弁当を堪能しました。 

⑤サケ事情：日本人ビジネスマンもよく利

用する和食のお店。日本かと錯覚するお

すすめメニューに注目。「月桂冠」（アメリカ

製でなく、日本製）は 280ml の銚子で

16．2 万ドン（約 800 円）。スパークリング・

サケ「大関・花泡香」も和食に合います。 


